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新たな感染症への対策をふまえた今後の地域福祉保

健活動のために 
 

2019 年 12 月に発生した新型コロナウイルス感染症は、短期間で全世界に蔓延

し、日本においても経済社会のあり方と人々の行動に様々な変容を迫るものとなりま

した。特に感染リスクを避けるために外出を自粛したり、人と人との接触を控えるこ

とが求められることで、従来のような区民間の交流や社会参加の機会、また、日常の

地域での見守りといった地域福祉が担う区民の協働による様々な活動も難しい状況

となっています。このような健康危機の発生により、公衆衛生行政及び活動の重要性

が再認識されるとともに、「新しい日常」のもと、人々の生活を営む上で必要不可欠

である「人と人とのかかわり」を絶やさないための地域福祉保健活動の基盤整備、体

制強化が必要です。 

こうした背景を踏まえ、文京区では、区民の社会的孤立を防ぎ、区民のセーフティ

ネットを確保するため、感染リスクや感染に対する不安を軽減するための対策を図り、

地域における相談支援や見守り体制を強化していきます。加えて、福祉サービス基盤

を維持するための事業者や支援の担い手に対するサポートを行い、ともに支えあう地

域社会づくりに取り組みます。 

また、新型コロナウイルスをはじめとする感染症と共存した社会を目指すにあたり、

多様化・複雑化する福祉保健ニーズに対応するため、公衆衛生看護活動を行う専門職

である保健師が活躍できる幅を広げてまいります。感染症対策等の保健衛生分野から

高齢者福祉、介護保険、障害者福祉、子育て支援等の福祉分野に至るまで、あらゆる

年代や健康課題を持つ区民を対象に専門性を活用した支援方法を研究しつつ、よりき

め細やか、かつ組織的な働きかけを行っていきます。保健師活動が求められる分野の

拡大をふまえて、保健師を各部門に適正に配置することで、分野横断的・包括的に取

り組むことのできる多職種協働の体制整備を進めてまいります。 

そして、「文京区版」地域包括ケアシステムを推進していくにあたり、保健、医療、

福祉、介護等の各分野及び関係機関、区民等との連携及び協働し、区民のいのちと暮

らしを守ります。 

 


